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第７次宮城県地域医療計画 数値目標一覧 

編・章・節
分野名

指　 　標

目標値
（２０２３年度末）
※時点が異なる

場合は時点も記載

出　　典

院病全度年82成平院病531数院病るいてし置設を門部理管全安療医
「宮城県医療機能情報提供制度」（平成28年10月1
日現在）（県保健福祉部）

院病全度年82成平院病011数院病るいてし置設を口窓談相のめたの者患
「宮城県医療機能情報提供制度」（平成28年10月1
日現在）（県保健福祉部）

受動喫煙の機会を有する者の割合
家庭（毎日）　　17.8%
職場（毎日・時々）　　37.6%
飲食店（毎日・時々）　　40.4%

平成28年
家庭（毎日）　　0%
職場（毎日・時々）　　0%
飲食店（毎日・時々）　　0%

「平成28年県民健康・栄養調査」（県保健福祉部）

がん検診受診率

胃がん　　61.2%
肺がん　　74.1%
大腸がん　　59.9%
子宮頸がん　　51.5%
乳がん　　59.9%

）部祉福健保県（」査調養栄・康健民県年82成平「上以%07年82成平

悪性新生物の年齢調整死亡率（７５歳未満）（人
口10万対）

値表公ータンセ究研んが立国0.86年72成平3.77

メタボリックシンドローム該当者及び予備群の減
少率（特定保健指導の対象者の減少率）（平成
20年度対比）

%52度年72成平%25.71
「特定健康診査・特定保健指導の実施状況に関す
るデータ」（平成27年度）（厚生労働省），「平成20年
住民基本台帳人口」（総務省）から算出

脳血管疾患による年齢調整死亡率（人口10万
対）

男性　　44.1
女性　　24.2

平成27年
男性　　37.1
女性　　22.2

「平成27年人口動態統計」（厚生労働省）及び「平成
27年国勢調査」（総務省統計局）から算出

）省働労生厚（」査調者患年62成平「%66年62成平%0.06合割の者患たし帰復に場の活生等宅在

メタボリックシンドローム該当者及び予備群の減
少率（特定保健指導の対象者の減少率）（平成
20年度対比）【再掲】

%52度年72成平%25.71
「特定健康診査・特定保健指導の実施状況に関す
るデータ」（平成27年度）（厚生労働省），「平成20年
住民基本台帳人口」（総務省）から算出

心疾患による年齢調整死亡率（人口10万対）
男性　　66.8
女性　　31.6

平成27年
男性　　60.9
女性　　29.4

「平成27年人口動態統計」（厚生労働省）及び「平成
27年国勢調査」（総務省統計局）から算出

虚血性心疾患による年齢調整死亡率（人口10万
対）

男性　　26.2
女性　　9.7

平成27年
男性　　22.6
女性　　8.7

「平成27年人口動態統計」（厚生労働省）及び「平成
27年国勢調査」（総務省統計局）から算出

メタボリックシンドローム該当者及び予備群の減
少率（特定保健指導の対象者の減少率）（平成
20年度対比）【再掲】

%52度年72成平%25.71
「特定健康診査・特定保健指導の実施状況に関す
るデータ」（平成27年度）（厚生労働省），「平成20年
住民基本台帳人口」（総務省）から算出

会員委定認士導指養療病尿糖県城宮人006度年92成平人521数士導指養療病尿糖県城宮

下以人082年72成平人303数者患入導析透規新間年るよに症腎性病尿糖
「わが国の慢性透析療法の現況」（平成27年）（日本
透析医学会）

精神病床における急性期（3ヶ月未満）入院需要
（患者数）

度年62成平人951,1
1,177人（2020年度末）
1,176人（2024年度末）

都道府県入院需要推計ワークシート （国立研究開
発法人国立精神・神経医療研究センター精神保健
研究所精神保健計画研究部）

精神病床における回復期（3ヶ月以上1年未満）
入院需要（患者数）

度年62成平人348
884人（2020年度末）
909人（2024年度末）

都道府県入院需要推計ワークシート （国立研究開
発法人国立精神・神経医療研究センター精神保健
研究所精神保健計画研究部）

精神病床における慢性期（1年以上）入院需要
（患者数）

度年62成平人351,3
2,785人（2020年度末）
2,152人（2024年度末）

都道府県入院需要推計ワークシート （国立研究開
発法人国立精神・神経医療研究センター精神保健
研究所精神保健計画研究部）

精神病床における慢性期入院需要（65歳以上患
者数）

度年62成平人319,1
1,886人（2020年度末）
1,563人（2024年度末）

都道府県入院需要推計ワークシート （国立研究開
発法人国立精神・神経医療研究センター精神保健
研究所精神保健計画研究部）

精神病床における慢性期入院需要（65歳未満患
者数）

度年62成平人142,1
899人（2020年度末）
589人（2024年度末）

都道府県入院需要推計ワークシート （国立研究開
発法人国立精神・神経医療研究センター精神保健
研究所精神保健計画研究部）

度年62成平人551,5）数者患（要需院入るけおに床病神精
4,846人（2020年度末）
4,237人（2024年度末）

都道府県入院需要推計ワークシート （国立研究開
発法人国立精神・神経医療研究センター精神保健
研究所精神保健計画研究部）

--）数者用利（量備整盤基う伴に行移域地
564人（2020年度末）
1,286人（2024年度末）

都道府県入院需要推計ワークシート （国立研究開
発法人国立精神・神経医療研究センター精神保健
研究所精神保健計画研究部）

地域移行に伴う基盤整備量（65歳以上利用者
数）

- -
330人(2020年度末）
764人（2024年度末）

都道府県入院需要推計ワークシート （国立研究開
発法人国立精神・神経医療研究センター精神保健
研究所精神保健計画研究部）

地域移行に伴う基盤整備量（65歳未満利用者
数）

- -
234人（2020年度末）
522人（2024年度末）

都道府県入院需要推計ワークシート （国立研究開
発法人国立精神・神経医療研究センター精神保健
研究所精神保健計画研究部）

）末度年0202（%96度年62成平%16率院退の点時月か3後院入るけおに床病神精
都道府県入院需要推計ワークシート （国立研究開
発法人国立精神・神経医療研究センター精神保健
研究所精神保健計画研究部）

）末度年0202（%48度年62成平%08率院退の点時月か6後院入るけおに床病神精
都道府県入院需要推計ワークシート （国立研究開
発法人国立精神・神経医療研究センター精神保健
研究所精神保健計画研究部）

）末度年0202（%19度年62成平%88率院退の点時年1後院入るけおに床病神精
都道府県入院需要推計ワークシート （国立研究開
発法人国立精神・神経医療研究センター精神保健
研究所精神保健計画研究部）

査調部祉福健保県）末度年0202（人671度年82成平人59者了修修研成養医トーポサ症知認

５編２章２節
脳卒中

現況（年(度））

５編１章３節
医療安全対策

５編２章１節
がん

５編２章５節
精神疾患

５編２章３節
心筋梗塞等の
心血管疾患

５編２章４節
糖尿病
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編・章・節
分野名

指　　　標

目標値
（２０２３年度末）
※時点が異なる

場合は時点も記載

出　　典

救急要請（覚知）から救急医療機関への搬送ま
でに要した平均時間

）庁防消省務総（」況現の助救・急救　版年92成平「均平国全年82成平）分3.93国全（分1.14

搬送先選定困難事例構成割合（照会回数4回以
上）〈重症以上傷病者〉

6.7%（全国2.7%） 平成27年 全国平均
「平成27年中の救急搬送における医療機関の受入
状況等実態調査の結果」（総務省消防庁）

搬送先選定困難事例構成割合（現場滞在時間
30分以上）〈重症以上傷病者〉

10.9%（全国5.2%） 平成27年 全国平均
「平成27年中の救急搬送における医療機関の受入
状況等実態調査の結果」（総務省消防庁）

救急科専門医数（人口10万対） 2.8（全国3.1） 平成28年 全国平均
「平成28年医師・歯科医師・薬剤師調査」（厚生労働
省）

退院調整支援担当者数（病院）（人口10万対） 6.3（全国7.8） 平成26年 全国平均
「平成26年医療施設（静態・動態）調査」（厚生労働
省）

%001度年82成平%31率定策の画計続継務業るけおに院病点拠害災
「平成28年度災害拠点病院の現状調査」（平成28年
4月1現在）（厚生労働省）

度年92成平回3数回施実練訓るけおに部支療医害災域地
8回以上（全8支部で年1回以上実
施）

平成29年度県保健福祉部調査

災害拠点病院における被災状況を想定した訓練
実施回数

度年82成平回7
16回以上（全拠点病院で年1回以上
実施）

「平成28年度災害拠点病院の現状調査」（平成28年
4月1現在）（厚生労働省）

）数件定指事知（院病5度年92成平院病4定指の院病点拠療医地きへ

査調部祉福健保県度年82成平回06度年82成平回25数回遣派医診代

周産期死亡率（出生千対） 3.3（全国3.6） 平成29年度 3.3未満
「平成29年度宮城県周産期医療機能調査」（県保健
福祉部）
※全国：「平成28年人口動態統計」（厚生労働省）

新生児死亡率（出生千対） 1.2（全国0.9） 平成29年度 0.9
「平成29年度宮城県周産期医療機能調査」（県保健
福祉部）
※全国：「平成28年人口動態統計」（厚生労働省）

周産期母子医療センター及び病院勤務産婦人
科医師1人当たりの分娩取扱数

件09度年92成平件5.201
「平成29年度宮城県周産期医療機能調査」（県保健
福祉部）

）省働労生厚（」計統態動口人年82成平「0.2年82成平）0.2国全（3.2）対千生出（率亡死児乳

小児人口1万人当たりの小児科医師数 10.0（全国10.7） 平成28年 10.7
「平成28年医師・歯科医師・薬剤師調査」（厚生労働
省）

小児人口１千人当たりの小児救急電話相談の
相談件数（準夜帯）

1.04度年82成平8.63
「平成28年度宮城県こども夜間安心コール事業報
告」（県保健福祉部）

訪問診療を実施する診療所・病院数

仙南　　29ヶ所
仙台　　174ヶ所
大崎・栗原　　50ヶ所
石巻・登米・気仙沼　　48ヶ所

平成27年度

仙南　　32ヶ所
仙台　　214ヶ所
大崎・栗原　　51ヶ所
石巻・登米・気仙沼　　51ヶ所
（2020年度末）

「ＮＤＢ」（平成27年度）（厚生労働省）

訪問看護ステーションの従業者数

仙南　　26.6人
仙台　　521.9人
大崎・栗原　　95.2人
石巻・登米・気仙沼　　136.8人

平成27年

仙南　　45.7人
仙台　　641.1人
大崎・栗原　　96.5人
石巻・登米・気仙沼　　145.9人
（2020年度末）

「平成27年介護サービス施設・事業所調査」（厚生
労働省）

在宅療養後方支援病院・在宅療養支援病院・在
宅療養支援診療所（有床）数

仙南　　5ヶ所
仙台　　29ヶ所
大崎・栗原　　10ヶ所
石巻・登米・気仙沼　　6ヶ所

平成29年

仙南　　6ヶ所
仙台　　33ヶ所
大崎・栗原　　10ヶ所
石巻・登米・気仙沼　　6ヶ所
（2020年度末）

「施設基準の届出受理状況」（平成29年6月現在）
（東北厚生局）

）部祉福健保県（」報年計統生衛年72成平「）末度年0202（%32年72成平%02率亡死宅在

在宅医療サービスを実施している歯科診療所の
うち「訪問診療（居宅）」の施設数

所ヶ071年62成平所ヶ831
「平成26年医療施設（静態・動態）調査」（厚生労働
省）

在宅医療サービスを実施している歯科診療所の
うち「訪問診療（施設）」の施設数

所ヶ091年62成平所ヶ241
「平成26年医療施設（静態・動態）調査」（厚生労働
省）

喀痰塗抹陽性肺結核初回治療患者の治療失
敗・脱落中断率

持維の下以％5年72成平%91.5
「平成27年結核登録者情報調査年報」（厚生労働
省）

麻しん風しん予防接種率（定期）
第一期：97.9％
第二期：93.2％

平成27年
第一期，第二期とも
95％以上

「平成27年市町村接種率調査」（厚生労働省）

５編２章１４節
難病対策

）在現日1月4年92成平（査調部祉福健保県8.601年92成平2.001）対万01口人（保確の医定指病難定指

均平国全年82成平）7.152国全（6.242）対万01口人（数師医
「平成28年医師・歯科医師・薬剤師調査」（厚生労働
省）

歯科医師数（人口10万対） 82.3（全国82.4） 平成28年 全国平均
「平成28年医師・歯科医師・薬剤師調査」（厚生労働
省）

均平国全年82成平）4.732国全（8.922）対万01口人（数師剤薬
「平成28年医師・歯科医師・薬剤師調査」（厚生労働
省）

）省働労生厚（」例告報政行生衛度年82成平「均平国全度年82成平）5.509国全（4.128）対万01口人（数師護看

）省働労生厚（」例告報政行生衛度年82成平「均平国全度年82成平）6.79国全（0.97）対万01口人（数士生衛科歯

）省働労生厚（」告報院病年82成平「均平国全年82成平）5.85国全（2.14）対万01口人（）務勤院病（数士法療学理

）省働労生厚（」告報院病年82成平「均平国全年82成平）6.43国全（8.62）対万01口人（）務勤院病（数士法療業作

現況（年(度））

５編２章６節

救急医療

５編２章１３節
感染症対策

５編３章１節
医療従事者の
確保対策

５編２章７節
災害医療

５編２章１２節
歯科医療

５編２章８節
へき地医療

５編２章９節
周産期医療

５編２章１０節
小児医療

５編２章１１節
在宅医療
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指　　　標

目標値
（２０２３年度末）
※時点が異なる

場合は時点も記載

出　　典

医療従事者の
確保対策

）省働労生厚（」告報院病年82成平「均平国全年82成平）9.11国全（4.9）対万01口人（）務勤院病（数士覚聴語言

５編３章２節
医療福祉情報
化の推進

みやぎ医療福祉情報ネットワーク（MMWIN）の利
用登録患者数

43,850人 平成29年9月
145,000人
（2020年度末）

「クラウド型ＥＨＲ高度化事業基準」（総務省）参考

５編３章３節
医薬品提供体
制

上以%05年92成平%6.83合割の局薬けつりかか

「かかりつけ薬剤師指導料及びかかりつけ薬剤師
包括管理料届出」（平成29年7現在）（東北厚生局）
※届出薬局数／全薬局数
※2019年度以降は，薬局機能情報届出件数により
把握予定

値標目の国度年3202年82成平%4.6率血献の）代01（層年若
「平成28年度宮城県の献血」（平成28年3月時点）
（県保健福祉部，宮城県赤十字血液センター）
「献血推進2020」（厚生労働省）（2020年度　7.0%）

値標目の国度年3202年82成平%0.7率血献の）代02（層年若
「平成28年度宮城県の献血」（平成28年3月時点）
（県保健福祉部，宮城県赤十字血液センター）
「献血推進2020」（厚生労働省）（2020年度　8.1%）

値標目の国度年3202年82成平%7.5率血献の）代03（層年若
「平成28年度宮城県の献血」（平成28年3月時点）
（県保健福祉部，宮城県赤十字血液センター）
「献血推進2020」（厚生労働省）（2020年度　7.6%）

%07度年72成平%6.75率施実の査診康健定特
「特定健康診査・特定保健指導の実施状況に関す
るデータ」（平成27年度）（厚生労働省）

%54度年72成平%7.61率施実の導指健保定特
「特定健康診査・特定保健指導の実施状況に関す
るデータ」（平成27年度）（厚生労働省）

メタボリックシンドローム該当者及び予備群の減
少率（特定保健指導の対象者の減少率）（平成
20年度対比）【再掲】

%52度年72成平%25.71
「特定健康診査・特定保健指導の実施状況に関す
るデータ」（平成27年度）（厚生労働省），「平成20年
住民基本台帳人口」（総務省）から算出

糖尿病性腎症による年間新規透析導入患者数
【再掲】

下以人082年72成平人303
「わが国の慢性透析療法の現況」（平成27年）（日本
透析医学会）

成人の喫煙率
男性　　37.0%
女性　　11.1%

平成28年
男性　　20%
女性　　6%

「平成28年県民健康・栄養調査」（県保健福祉部）

成人の食塩摂取量
男性　　11.5g
女性　　9.5g

平成28年
男性　　9g
女性　　8g

「平成28年県民健康・栄養調査」（県保健福祉部）

運動の習慣化（運動習慣者の増加）（男性）
23.8%（20～64歳）
36.0%（65歳以上）

平成28年
41%（20～64歳）
60%（65歳以上）

「平成28年県民健康・栄養調査」（県保健福祉部）

運動の習慣化（運動習慣者の増加）（女性）
20.0%（20～64歳）
28.6%（65歳以上）

平成28年
33%（20～64歳）
48%（65歳以上）

「平成28年県民健康・栄養調査」（県保健福祉部）

値標目の国度年3202度年82成平%2.17合割用使の品薬医発後
「調剤医療費（電算処理分）の動向～平成28年度版
～」（厚生労働省）
※2020年9月　80％

現況（年(度））

５編３章４節
血液確保及び
臓器移植等対
策

７編２章１節
医療費適正化
の推進
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第７次宮城県地域医療計画 策定までの経過 

 

 容   内 日 月 年

平成 29 年 5 月 30 日 第 1 回宮城県医療審議会（地域医療計画の策定について報告） 

平成 29 年 5 月～12 月 各地区地域医療対策委員会（協議会）（計画の策定等について説明） 

平成 29 年 7 月 26 日 第 1 回宮城県地域医療計画策定懇話会（地域医療計画の構成案についてほか） 

平成 29 年 8 月 23 日 第 2 回宮城県地域医療計画策定懇話会（地域医療計画の素案について） 

平成 29 年 9 月～平成 30 年 1 月 医療・介護協議の場（地域医療・介護調整会議ほか） 

平成 29 年 10 月 25 日 第 3 回宮城県地域医療計画策定懇話会（地域医療計画の中間案について） 

平成 29 年 11 月 28 日 第 2 回宮城県医療審議会（地域医療計画について諮問） 

平成 29 年 11 月～12 月 市町村，保険者協議会からの意見聴取等 

平成 29 年 11 月 29 日～12 月 28 日 パブリックコメントの実施 

平成 30 年 1 月 30 日 第 4 回宮城県地域医療計画策定懇話会（地域医療計画の最終案について） 

平成 30 年 2 月 15 日 第 3 回宮城県医療審議会（地域医療計画について） 

平成 30 年 2 月 26 日 宮城県医療審議会からの答申（地域医療計画について） 

平成 30 年 4 月 3 日 第７次宮城県地域医療計画公示 
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宮城県地域医療計画策定懇話会開催要綱 

 

（目的） 

第１ 医療法（昭和２３年法律第２０５号）第３０条の４第１項の規定に基づく新しい宮城県地域医療計画及び高齢者の医療の確

保に関する法律（昭和５７年法律第８０号）第９条第１項の規定に基づく新しい宮城県医療費適正化計画の策定に向けて，当

該計画案に対する学識経験者，関係団体，医療関係者及び医療を受ける立場にある者の意見の聴取を行うため，宮城県地

域医療計画策定懇話会（以下「懇話会」という。）を開催する。 

（所掌事務） 

第２ 懇話会は次の事項について，意見聴取を行うものとする。 

(1) 第７次宮城県地域医療計画（案）の策定等に関すること 

(2) 第３期宮城県医療費適正化計画（案）の策定等に関すること 

（構成等） 

第３ 懇話会は，知事が別に定める者（以下「構成員」という。）の出席をもって開催する。 

２ 構成員の人数は，２５人以内とする。 

（座長及び副座長） 

第４ 懇話会に座長及び副座長を置く。 

２ 座長は会議の進行を行う。 

３ 座長に事故あるとき，又は欠けたときは，副座長がその職務を代理する。 

（会議） 

第５ 懇話会は，知事が招集する。 

２ 知事は，必要があると認めるときは，懇話会に構成員以外の者を出席させることができる。 

（庶務） 

第６ 懇話会の庶務は，宮城県保健福祉部医療政策課において処理する。 

（その他） 

第７ この要綱に定めるもののほか，懇話会の運営に関し必要な事項は，知事が別に定める。 

 

   附 則 

１ この要綱は，平成２９年６月１日から施行する。 

２ この要綱は，平成３０年３月３１日限り，その効力を失う。 
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宮城県地域医療計画策定懇話会 委員名簿 

 

（平成３０年３月現在，五十音順・敬称略） 

 考 備 等  属  所 名  氏

青 沼  孝 徳 涌谷町町民医療福祉センターセンター長  

石 井  正 東北大学病院総合地域医療教育支援部教授  

   授教所究研学医齢加学大北東 史加千 岡石

伊 藤  清 世 複合型介護施設さくらビレッジ管理栄養士  

  長会会議協絡連体団人婦域地県城宮 子富 友大

   授教科究研系学医院学大学大北東 樹秀 桐片

  長会副会師剤薬県城宮人法団社般一 行雅 茂加

久志本  成樹   授教科究研系学医院学大学大北東

  授教科究研系学医院学大学大北東 夫繁 呉

  長会会議協設施祉福人老県城宮 清 田黒

佐 藤  昭 宮城県国民健康保険団体連合会理事長  

 長座副 長会副会師医県城宮人法団社益公 宏和 藤佐

  長院院医部岡会秋爽団社人法療医 裕隆 藤佐

  授教科究研系学医院学大学大北東 明宏 川下

  長会会協護看県城宮人法団社益公 子祥 佃

  授教科究研系学医院学大学大北東 二悌 永冨

登 米  祐 也 一般財団法人宮城県地域医療情報センター所長  

  長部支部支城宮会協険保康健国全 也哲 代藤

 長 座  授教科究研系学医院学大学大北東 司研 森藤

   授教部学医学大科薬科医北東 敏勝 川古

   授教科究研系学医院学大学大北東 夫洋 岡松

  長会会協院病県城宮 一勇 又道

八重樫  伸生 
東北大学病院病院長 

東北大学大学院医学系研究科教授  

 

 

山 﨑  猛 男 一般社団法人宮城県歯科医師会常務理事  

渡 辺  敬 宮城県自動車販売健康保険組合常務理事  
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宮城県医療審議会 委員名簿 

 

（平成３０年３月現在，五十音順・敬称略） 

 考 備 等  属  所 名  氏

  事理任常会師医県城宮人法団社益公 隆 石赤

五 十 嵐  和 彦 東北大学大学院医学系研究科長・医学部長 会長代理 

  事理任常会師医県城宮人法団社益公 三隆 橋板

  長院院病台見国 晴敏 舘岩

  長会会議協絡連体団人婦域地県城宮 子富 友大

 長会 長会会師医県城宮人法団社益公 二研 数嘉

柏 木   誠 東北福祉大学健康科学部保健看護学科長  

  授教部学祉福療医学大園学化文北東 美由 藤加

  長会会師剤薬県城宮人法団社般一 雄孝 木々佐

  長会会議協織組性女ぎやみＡＪ 子和美 木々佐

佐 藤  昭 宮城県国民健康保険団体連合会理事長  

  長会副会師医県城宮人法団社益公 宏和 藤佐

  事理任常会師医県城宮人法団社益公 子克 橋髙

  長会会協護看県城宮人法団社益公 子祥 佃

  長会会師医市台仙人法団社般一 夫幸 井永

新 沼  康 弘 一般社団法人宮城県歯科医師会副会長  

橋 本  省 （独）国立病院機構仙台医療センター院長  

  長部学医学大科薬科医北東 寛 田福

  長部支城宮会協険保康健国全 也哲 代藤

  授教科究研系学医院学大学大北東 司研 森藤

  長会会合連城宮会合連合組険保康健 明昌 星

  ）会村町県城宮（長町森丸 雄郷 科保

  長会会師医科歯県城宮人法団社般一 憲仁 谷細

  授教科究研学法院学大学大北東 子紀 野水

村 上  伸 子 株式会社Ｓ＆Ｍ企画プランニング代表取締役  

八 重 樫  伸 生   長院院病学大北東

  ）会長市県城宮（長市取名 郎司 田山

吉 田  俊 子 宮城大学大学院看護学研究科長・看護学部長  
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第7次宮城県地域医療計画 

宮城県保健福祉部医療政策課 

 

〒980-8570 宮城県仙台市青葉区本町三丁目8番1号 

電話  ： 022-211-2618 

ＦＡＸ ： 022-211-2694 

ＵＲＬ ： http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/iryou/ 

e-mail ： iryoseisk@pref.miyagi.lg.jp 

 

平成30（2018）年4月 
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